
2024 年 4 月 26 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所　： ①(有)テクノビレッジ　茨木市企業　②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑﾅｰﾁｬｰ春日 ①体験の際の様子の評価表

実施日程　： ①年２回（4月･10月）　②R5.5

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要 : 

利用者数　： ① ②

＜目的＞

②グループホームでの掃除の様子

＜成果＞

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ナーチャーハーツ 事業所番号 2714201817

②自立に向けて習得しなければならない事が数多くあり、知識を得るためとして必要なことを学

んでもらう事、少しずつでも自立とは？今後の自分の生き方は？と考えるきっかけを作ることが

目的

①まだ一般就労は難しいかなという利用者さんたちにも就労経験を積んでもらい、働くという

事、コミュニケーション等を体験してもらいスキルアップを狙うことが目的

利用者からの意見・評価

住　所 大阪府茨木市西駅前町14番19号 管理者名 小嶋　夕子

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 072-627-3373 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者）

①施設外就労の体験

②自社グループのグループホームの掃除

①テクノビレッジ　（大浜） ②ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑﾅｰﾁｬｰ春日　（山末）

①

・難しかったがまた挑戦したいと思いました。

・いつもと違う雰囲気だったので緊張しました。

・久しぶりに会えた人がいて嬉しかった。

・他の会社の人と話す事が出来た。

②

・掃除はしんどかったけど綺麗になってスッキリした。

・グループホームが何かわからなかったが、こういう所なのかと勉強になった。

・帰ったら自分の部屋の掃除もしようと思います。

・目に見えて汚れているところが綺麗になるととても達成感を感じる。

・消毒の希釈方法を覚えた。

①言葉遣いを意識したり、仕事を教えてもらう時の姿勢、ミスした時の対処法など普段

から意識しているはずのことでも環境が変われば気持ちがを引き締める事が出来、その

後の活動の中でも変化があった

②普段家の事をやっていない方たちも、「こういう方法があるのか」「自分の家もやっ

てみよう」と新たな発見や気づきが、その後の家での過ごし方に結びついた方もいた。

仕事に関する事だけでなく生きる事に関してのスキルアップの機会をつくっていくこと

は定期的に今後も行っていきたい。

①体験してすぐに出来るようになるというものでもないが、今出来る事を一生懸

命取り組む姿勢は素晴らしいと感じます。新たな道へチャレンジする気持ちが生

まれてくれたらと思うので今後も協力していこうと思っています。

②普段なかなか接する事のない就A利用者の皆さんと一緒に活動できたことを嬉

しく思います。今後はせっかくの機会なのでグループホーム利用者の皆さんと交

流出来るタイミングがあればいいなと思っています。課題としては、家具も少し

ずつ増えてきているので一度にたくさんの方に来てもらうというよりは少人数で

何度も来ていただく形を取っていきたいと思います。

様式２


